
茨城県内の
　主要ニュース
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０
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５
ｋ
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の
国
管

理
区
間
内
と
す
る
。
応
募
者
は

活
動
を
希
望
す
る
区
間
を
申
請

す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
流
域
治
水

課
（
電
話
０
２
９

－

２
４
０

－

４
０
６
９
）。

　
石
岡
市
は
史
跡
舟
塚
山
古
墳

の
用
地
測
量
業
務
を
本
年
度
に

実
施
す
る
。
業
務
は
㈲
石
岡
技

研
に
委
託
。
委
託
額
は
２
０
８

万
円
（
税
抜
き
）
で
履
行
期
間

は
90
日
間
。

　
同
業
務
は
舟
塚
山
古
墳
の
史

跡
整
備
に
必
要
な
土
地
の
取
得

等
に
関
す
る
資
料
を
作
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
履
行
場

所
は
、
北
根
本
５
９
５
（
公

図
上
面
積
４
５
５
㎡
）、
６
０

５

－

３
（
公
図
上
面
積
３
１
７

㎡
）、
６
０
５

－

５
（
公
図
上

面
積
94
㎡
）、
６
１
５
（
公
図

上
面
積
１
０
７
３
㎡
）。

　
日
本
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協

会
東
京
支
部
茨
城
協
議
会
（
岡

澤
真
澄
代
表
＝
写
真
右
）
は
23

　
「
ど
の
業
界
に
も
言
え
る
こ

と
だ
が
、
若
い
人
が
入
職
し
て

日
、
２
０
２
４
年
度
勉
強
会
を

つ
く
ば
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

東
雲
で
開
催
。
正
会
員
や
賛
助

会
員
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
、

日
本
経
済
の
課
題
や
展
望
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
冒
頭
、
岡
澤
代
表
は
「
世
界

情
勢
に
よ
り
私
た
ち
の
身
近
な

経
済
は
コ
ス
ト
高
と
い
う
影
響

を
受
け
て
い
る
。
本
日
の
勉
強

会
で
こ
れ
か
ら
の
経
営
や
営
業

に
向
け
て
取
り
組
む
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
勉
強
会
で
は
、
経
済
産
業
副

大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
の
上
月

こ
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
会
の

会
員
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

ま
ず
は
、
会
員
数
の
確
保
・
増

加
に
力
を
尽
く
し
た
い
。ま
た
、

木
遣
り
や
纏
振
り
、
梯
子
乗
り

と
い
っ
た
伝
統
技
芸
を
後
世
に

伝
え
る
こ
と
も
当
会
の
大
き
な

役
割
と
考
え
て
い
る
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

　
「
建
設
業
界
は
担
い
手
確
保

の
た
め
に
働
き
方
改
革
の
推

進
、
週
休
二
日
制
の
導
入
が
進

ん
で
い
る
。
し
か
し
現
在
の
働

き
方
改
革
は
、
専
門
工
事
業
の

現
状
に
合
っ
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
る
。
専
門
工
事
業
で
は
月

給
制
が
少
な
く
、
ま
だ
日
給
月

給
制
を
採
用
し
て
い
る
企
業
が

多
い
。
休
日
が
増
え
る
こ
と
で

手
取
り
が
減
っ
て
し
ま
う
人
が

い
る
こ
と
も
事
実
。
そ
う
い
っ

た
人
た
ち
の
状
況
を
把
握
し
、

意
見
に
耳
を
傾
け
、
現
場
で
汗

を
流
し
て
働
く
全
て
の
人
が
安

心
し
て
、
夢
を
持
っ
て
働
け
る

環
境
を
つ
く
れ
る
よ
う
関
係
機

　
道
路
維
持
修
繕
に
つ
い
て

は
、
市
内
各
所
で
工
事
を
進
め

る
。
ま
た
、
道
路
関
係
で
は
内

守
谷
地
内
の
排
水
整
備
に
向
け

た
測
量
設
計
委
託
料
と
し
て
２

０
０
万
円
を
設
定
し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
方
針
策

定
支
業
務
委
託
料
に
は
４
０
０

関
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し

た
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
業
界
が
生
き

残
っ
て
い
く
た
め
に
は
会
員
の

意
識
の
向
上
、
技
術
の
向
上
も

必
要
。
会
と
し
て
も
技
能
講
習

の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
た
い
」と
意
欲
。

伝
統
技
芸
で
あ
る
梯
子
乗
り
や

纏
振
り
に
つ
い
て
は
「
担
い
手

が
減
少
し
て
き
て
い
る
。
絶
対

数
を
増
や
し
て
技
芸
を
絶
や
さ

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
話
し
た
。

　
20
代
の
こ
ろ
に
筑
波
山
の
電

波
塔
の
建
設
工
事
に
携
わ
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
こ
の
仕
事

の
面
白
さ
を
知
っ
た
。「
誰
も

経
験
し
て
い
な
い
課
題
に
直
面

し
た
際
、
自
分
の
力
で
解
決
で

き
た
時
に
は
大
き
な
達
成
感
を

味
わ
え
る
。
そ
れ
が
こ
の
仕
事

の
魅
力
だ
と
思
う
」

所
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
参
加

者
相
互
の
親
睦
を
深
め
た
。

建
築
物
の
劣
化
状
況
を
把
握

し
、
計
画
的
な
修
繕
計
画
を
つ

く
り
財
政
の
平
準
化
を
見
越
し

た
計
画
を
作
成
す
る
。

プ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ン
タ
ー
、
谷
田
部
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

や
た
べ
」、
茎
崎
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

く
き
ざ
き
」、
茎
崎
農
村
高
齢

者
交
流
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
支
援

セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
、
福
祉
支
援

セ
ン
タ
ー
と
よ
さ
と
の
６
施

は
、
園
内
の
樹
木
伐
採
、
陶
芸

室
の
空
調
更
新
、
食
堂
の
排
水

側
溝
修
繕
、
冷
蔵
庫
の
更
新
な

ど
諸
工
事
費
と
し
て
３
８
０
万

円
を
計
上
し
た
。

　
豊
岡
町
地
内
の
防
火
貯
水
槽

撤
去
工
事
に
は
、
３
２
０
万
円

を
充
て
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
水
海
道
総
合
体

育
館
の
各
種
修
繕
料
に
９
０
０

万
円
、
市
営
住
宅
の
修
繕
料
に

５
５
０
万
円
、
小
学
校
の
修
繕

料
に
６
０
０
万
円
、
中
学
校
の

は
、
自
発
的
に
河
川
の
維
持
、

河
川
環
境
の
保
全
な
ど
に
関
す

る
活
動
を
行
う
民
間
団
体
を
支

援
す
る
も
の
。

　
こ
れ
ら
の
団
体
を
河
川
協
力

団
体
に
指
定
し
、
河
川
管
理
者

と
連
携
し
て
活
動
す
る
団
体
と

し
て
法
律
上
位
置
づ
け
る
こ
と

に
よ
り
、
自
発
的
な
活
動
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
募
集
す
る
活
動
は
、
河
川
管

と
を
目
的
と
し
た
施
設
。
各
種

講
演
会
、
映
画
会
、
演
奏
会
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
施
設
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造

　
常
総
市
は
、
水
海
道
あ
す
な

ろ
の
里
（
大
塚
戸
町
３
１
０
）

の
陶
芸
室
空
調
更
新
工
事
な
ど

各
種
工
事
を
行
う
た
め
、
補
正

予
算
案
（
第
３
号
）
で
諸
工
事

費
３
８
０
万
円
を
計
上
し
た
。

議
決
後
は
早
期
に
工
事
を
発
注

　
申
請
書
類
は
、
番
号
順
に
ダ

ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
等
で
綴
じ
て
提

出
す
る
。
申
請
様
式
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
記
入
す
る
。

　
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
は
総

務
部
契
約
管
財
課
契
約
管
財
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９
６

－

34

－

０

４
０
６
）
ま
で
。

良
祐
参
議
院
議
員
が
『
私
た
ち

の
国
は
何
で
稼
ぐ
の
か
～
日
本

経
済
と
地
域
経
済
の
課
題
と
未

来
～
』
と
題
し
て
講
演
。
日
本

の
経
済
構
造
や
国
内
投
資
の
重

要
性
、
価
格
転
嫁
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
勉
強
会
終
了
後
に
は
懇
親
会

を
開
催
。
東
京
支
部
の
福
山
慎

一
支
部
長
（
写
真
左
）
が
「
仲

間
意
識
の
も
と
適
正
な
レ
ン
タ

ル
価
格
転
嫁
や
魅
力
あ
る
レ
ン

タ
ル
業
界
へ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

　
つ
く
ば
市
は
福
祉
施
設
の
計

画
的
な
修
繕
を
行
う
た
め
、
個

別
施
設
計
画
を
策
定
す
る
。
22

日
に
同
計
画
策
定
支
援
業
務
の

一
般
競
争
入
札
を
公
告
し
た
。

予
定
価
格
は
１
２
２
９
万
円

（
税
抜
き
）。

　
対
象
施
設
は
桜
老
人
福
祉
セ

１
日
か
ら
25
年
５
月
31
日
ま

で
。

　
申
請
方
法
は
書
留
郵
便
ま
た

は
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
。
持
参
に
よ

る
申
請
は
受
け
付
け
な
い
。

　
結
城
市
は
、
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
追
加
受
付
を
行

う
。
受
付
期
間
は
９
月
13
日
か

ら
30
日
ま
で
（
消
印
有
効
）。

有
効
期
間
は
２
０
２
４
年
12
月

万
円
を
計
上
。
市
内
に
２
つ
あ

る
給
食
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
、
今
後
の
将
来
的

な
整
備
方
針
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
水
海
道
あ
す
な
ろ
の
里
で

　
国
土
交
通
省
常
陸
河
川
国
道

事
務
所
は
、
10
月
18
日
ま
で
河

川
協
力
団
体
を
募
集
し
て
い

る
。
募
集
す
る
活
動
は
、
河
川

管
理
者
に
協
力
し
て
行
う
河
川

工
事
ま
た
は
河
川
の
維
持
、
河

川
の
管
理
に
関
す
る
情
報
ま
た

は
資
料
の
収
集
お
よ
び
提
供
、

河
川
の
管
理
に
関
す
る
調
査
研

究
、
河
川
の
管
理
に
関
す
る
知

識
の
普
及
お
よ
び
啓
発
な
ど
。

　
河
川
協
力
団
体
指
定
制
度

　
つ
く
ば
市
は
市
民
ホ
ー
ル
や

た
べ
（
谷
田
部
４
７
１
１
）
の

受
変
電
設
備
等
改
修
工
事
を
計

画
し
て
お
り
、
本
年
度
に
設
計

の
策
定
に
取
り
掛
か
る
。
業
務

は
石
川
賢
一
建
築
研
究
所
に
委

託
。委
託
額
は
２
０
８
万
円（
税

抜
き
）。

　
設
計
内
容
は
受
変
電
設
備
改

修
、
照
明
器
具
改
修
、
既
設
浄

化
槽
の
撤
去
。
履
行
期
間
は
２

０
２
５
年
１
月
20
日
ま
で
と
し

て
い
る
。

　
市
民
ホ
ー
ル
や
た
べ
は
市
民

の
文
化
の
振
興
、教
養
の
向
上
、

市
民
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ

　
ヤ
ン
マ
ー
建
機
㈱
関
東
営
業

部
つ
く
ば
営
業
所
の
児
山
貴
之

設
。
竣
工
後
30
年
以
上
経
過
し

て
い
る
施
設
も
多
数
あ
り
、
経

年
に
よ
る
劣
化
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
社
会
変
化
に

合
わ
せ
た
施
設
整
備
や
財
政
状

況
等
も
勘
案
し
た
効
率
的
な
施

設
管
理
等
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
各
施
設
の
設
備
機
器
や

修
繕
料
に
１
６
０
万
円
な
ど
を

計
上
し
て
い
る
。

　
水
海
道
総
合
体
育
館
で
は
、

副
競
技
場
の
雨
漏
り
修
繕
、
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
修
繕
な
ど
を

行
う
予
定
。
石
下
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
修
繕
料
な
ど
も
含
む
。

　
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
水

海
道
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
入
口
の
自

動
ド
ア
修
繕
、
南
石
下
住
宅
の

受
水
槽
修
繕
な
ど
を
行
う
。

　
小
学
校
で
は
、
岡
田
小
の
低

学
年
プ
ー
ル
の
塗
膜
補
修
、
豊

岡
小
渡
り
廊
下
の
壁
修
繕
、
菅

原
小
・
菅
生
小
の
浄
化
槽
の
修

繕
な
ど
を
進
め
た
い
考
え
。
中

学
校
は
、
石
下
西
中
の
空
調
修

繕
、
柔
剣
道
場
の
汚
水
ポ
ン
プ

修
繕
、
水
海
道
西
中
の
武
道
場

屋
根
の
修
繕
な
ど
を
予
定
。

理
者
に
協
力
し
て
行
う
河
川
工

事
ま
た
は
河
川
の
維
持
（
河
川

に
お
け
る
外
来
植
物
の
除
去
、

貴
重
な
植
物
の
保
全
な
ど
）や
、

河
川
の
管
理
に
関
す
る
情
報
ま

た
は
資
料
の
収
集
お
よ
び
提
供

（
河
川
の
歴
史
・
文
化
に
関
す

る
資
料
の
収
集
お
よ
び
提
供
な

ど
）、
河
川
の
管
理
に
関
す
る

調
査
研
究
、
知
識
の
普
及
・
啓

発
な
ど
。

　
対
象
区
間
は
◇
那
珂
川
約

２
階
建
て
延
べ
床
面
積
は
３
４

２
５
㎡
。
大
ホ
ー
ル
、
視
聴
覚

室
、
会
議
室
、
調
理
室
な
ど
の

機
能
を
有
す
る
。

　
な
お
、
同
施
設
で
は
本
年
度

に
屋
上
・
外
壁
改
修
工
事
の
第

２
期
工
事
を
実
施
。
㈱
山
関
工

務
店
が
４
７
３
０
万
円
（
税
抜

き
）
で
落
札
し
て
い
る
。

し
た
い
考
え
。

　
陶
芸
室
の
空
調
は
現
状
故
障

し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
更
新

し
、
利
用
環
境
の
改
善
を
図
っ

て
い
く
。

　
こ
の
ほ
か
、
園
内
各
所
で
の

倒
れ
る
危
険
性
の
あ
る
樹
木
の

伐
採
、
食
堂
の
排
水
側
溝
の
修

繕
工
事
、
食
堂
に
あ
る
冷
蔵
庫

の
更
新
工
事
な
ど
を
行
い
た
い

考
え
。

　
あ
す
な
ろ
の
里
は
野
外
研
修

施
設
で
、
研
修
棟
、
作
業
棟
、

宿
泊
棟
、
学
習
棟
、
食
堂
、
体

育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ロ
ッ

ジ
棟
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
機

能
を
備
え
る
。

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
誕
生

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
誕
生

建
設
業
の
未
来
を
牽
引

建
設
業
の
未
来
を
牽
引

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
誕
生

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
誕
生

建
設
業
の
未
来
を
牽
引

建
設
業
の
未
来
を
牽
引

夢を持って働ける環境づくり
茨城県鳶・土木工業会 会長 山

や ま

関
ぜ き

 忠
ただし

氏

会
員
数
の
確
保
を
最
重
点

～自然と人を考え、そして、地域へ～

代表取締役社長 梅　原　基　弘

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ４－７ ４－２ １ ６ ６

https://www.umehara-k.co.jp

茨城県常陸太田市小目町５１７本　社 ：

▲上月副大臣が講演した

－－　
◇　

－－　
◇　

－－

　
１
９
４
９
年
（
昭
和
24
年
）

６
月
25
日
生
ま
れ
の
75
歳
。
つ

く
ば
市
出
身
。
㈱
山
関
工
務
店

取
締
役
会
長
。
趣
味
は
「
ゴ
ル

フ
は
好
き
だ
が
、
こ
こ
１
年
く

ら
い
は
や
れ
て
い
な
い
。
今
の

一
番
の
趣
味
は
仕
事
」
と
の
こ

と
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
５
月
12
日
の
通
常
総
会
で
茨
城
県
鳶
・
土
木
工
業
会
の
新

会
長
に
就
任
し
た
山
関
忠
氏
。
会
員
数
の
確
保
を
第
一
の
重

点
事
項
と
し
、
会
の
運
営
に
尽
力
し
て
い
く
。
働
き
方
改
革

の
問
題
や
会
員
の
技
術
向
上
、
梯
子
乗
り
や
纏
振
り
と
い
っ

た
伝
統
技
芸
の
保
存
な
ど
課
題
は
多
い
。
県
内
の
鳶
職
人
の

期
待
を
一
身
に
背
負
う
山
関
会
長
に
、
就
任
に
当
た
っ
て
の

思
い
を
聞
い
た
。

　
常
総
市
は
、
９
月
定
例
会
議
に
補
正
予
算
案
（
第
３
号
）

を
上
程
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
道
路
の
維
持
修
繕
工
事
費

に
５
３
０
０
万
円
を
計
上
し
、
繰
越
明
許
費
に
設
定
し
た
。

一
般
会
計
に
は
１
億
６
５
２
０
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
２
４
４
億
２
０
９
８
万
３
０
０
０
円
と
し
た
。

建機レンタル協
茨 城 協 議 会

日
本
経
済
の
課
題
、展
望
な
　
　
ど

勉
強
会

上
月
副
大
臣
が
講
演

常 総 市

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
へ
方
針

補
正
案

道
路
維
持
修
繕
に
5300
万

舟
塚
山
古
墳
で

用
地
測
量
実
施

《
石
岡
市
》

希
望
の
活
動
区
間
申
請

10
月
18
日

ま　
　

で

河
川
協
力
団
体
を
募
集

常陸河川国道

結
城
市 

入
札
参
加
追
加
申
請

受
付
は
９
月
13
日
か
ら

市
民
ホ
ー
ル

や

た

べ 

石
川
賢
一
が
策
定

電
気
設
備
改
修
へ
設
計

つくば市

議
決
後
早
期
に
発
注
へ

陶
芸
室
の
空
調
更
新
等

常 総 市

福
祉
６
施
設

計
画
的
な
修
繕
実
施

個
別
施
設
計
画
を
策
定

つくば市

水戸支店　〒３１１－０１０２　茨城県那珂市向山９９４－６
ＴＥＬ： ０２９－２９８－８６４１　ＦＡＸ： ０２９－２９８－８６４６

［
本　
課
］

午
前

午
後

（
○
＝
在
庁　
●
＝
不
在
）

［
出　
先
］

午
前

午
後

県
土
木
部
・
幹
部

き
ょ
う
の
動
向

水
戸
土
木
所
長

常
陸
大
宮
土
木
所
長

大
子
工
務
所
長

潮
来
土
木
所
長

土
浦
土
木
所
長

筑
西
土
木
所
長

常
陸
太
田
工
事
所
長

高
萩
工
事
所
長

鉾
田
工
事
所
長

竜
ケ
崎
工
事
所
長

常
総
工
事
所
長

境
工
事
所
長

○○○●○○○●○●○○

●●○●○●●○○●○○

部
長

次
長

次
長
兼
総
括
技
監

都
市
局
長

港
湾
振
興
監

企
画
室
長

監
理
課
長

用
地
課
長

検
査
指
導
課
長

道
路
建
設
課
長

道
路
維
持
課
長

河
川
課
長

港
湾
課
長

営
繕
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
整
備
課
長

下
水
道
課
長

建
築
指
導
課
長

住
宅
課
長

○○○○○○○○●○○○○○○○○○○

○○○○○○○○●○○○○○○○○○●
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